
令和８年度愛媛県障がい福祉施設等空調照明設備整備支援事業費補助金交付要綱 

 

（通則） 

第１条 令和８年度愛媛県障がい福祉施設等空調照明設備整備支援事業費補助金（以下「補

助金」という。）は、予算の範囲内において交付するものとし、愛媛県補助金等交付規

則（平成 18 年愛媛県規則第 17 号。）に定めるもののほか、この要綱の定めるところに

よる。 

 

 （目的） 

第２条 県は、物価高騰等の影響を受ける障がい福祉事業所等の設置者に対し、空調照明

設備の整備費用を支援することで、施設の負担を軽減し、適切なサービスの維持を図る

ため補助金を交付する。 

 

（定義） 

第３条 この要綱において、障がい福祉施設等とは次の表１に定める施設をいう。 

（表１） 

１ 施設区分 ２ 施設種別 

入所施設 施設入所支援 

共同生活援助 

福祉型障害児入所施設 

医療型障害児入所施設 

短期入所 

通所施設 療養介護 

生活介護 

自立訓練 

宿泊型自立訓練 

就労移行支援 

就労継続支援(Ａ型) 

就労継続支援(Ｂ型) 

就労選択支援 

児童発達支援 

放課後等デイサービス 

その他 居宅介護 

重度訪問介護 

同行援護 

行動援護 

就労定着支援 

自立生活援助 

居宅訪問型児童発達支援 



保育所等訪問支援 

計画相談支援 

地域移行支援 

地域定着支援 

障害児相談支援 

注 ２ 施設種別には、基準該当事業所及び共生型障害福祉サービスを含む。 

 

（補助の対象者） 

第４条 補助の対象となる事業者（以下「補助対象事業者」という。）は、前条に規定 

する障がい福祉施設等において、次条に定める事業を実施するものをいう。ただし、補

助対象事業者が次のいずれかに該当するものである場合を除く。 

（１）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77号）第 32条 

第１項各号に掲げるもの 

（２）県税に未納があるもの 

（３）上記のほか、補助金の趣旨・目的に照らして適当でないと知事が認めたもの 

 

 （補助対象事業及び補助対象経費） 

第５条 補助金の交付対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）は、次の表２の

第１欄に掲げるものとし、補助対象事業を行うために必要な経費（以下、「補助対象経

費」という。）は第２欄に定めるもののうち、知事が必要かつ適当と認めるものとする。 

 （表２） 

１ 事業内容 ２ 補助対象経費 

障がい福祉施設等内（事務室や

職員控え室等を含む）における

空調設備の導入・改修事業及び、

照明設備の LED 照明への切り替

え（新設設置含む）事業 

設計費、設備工事費、備品購入費、既存設備の撤去工

事・処分費等であって、事業の目的を達成するために

必要と認められる経費 

※ 補助対象経費の決定にあたっては、複数の者から

見積りを徴する等、適正な価格により決定すること。 

 

（交付額の算定方法） 

第６条 補助対象経費に占める補助金の割合は補助対象経費の２分の１以内で、１施設あ

たりの補助金の上限額は次の表３のとおりとする。 

 （表３） 

１ 施設区分 ２ 補助上限額 

入所施設 2,400千円 

通所施設 350千円 

その他 120千円 

注 施設区分については、第３条で定める表１を参照すること。 

 



２ 前項の規定により算出した１施設あたりの補助金の額に千円未満の端数があるとき

は、その端数を切り捨てる。また、補助事業における消費税及び地方消費税相当額並

びに補助対象経費に掛かる収入額と認められるものについては、補助対象経費から除

く。 

３ １法人あたりの申請事業所等数は、５箇所を上限とする。 

４ １室で複数の障がい福祉事業所等を運営している場合等、重複して補助を受けるこ 

とはできない。 

 

（交付の条件） 

第７条 この補助金の交付の決定には、次の条件が付されるものとする。 

（１）事業の内容の変更（軽微な変更を除く。）をする場合には、知事の承認を受けなければな

らない。 

（２）事業を中止し、又は廃止する場合は、知事の承認を受けなければならない。 

（３）事業が、予定の期間内に完了しない場合又は事業の遂行が困難となった場合には、速やか

に知事に報告し、その指示を受けなければならない。 

（４）事業により取得し、又は効用の増加した価格が単価 30万円以上の機械、器具及びその他の

財産については、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律施行令第 14条第１項第２

号の規定により、厚生労働大臣が別に定める期間を経過するまで、知事の承認を受けないで、

この補助金の交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、担保に供し、又は廃

棄してはならない。 

（５）知事の承認を受けて前号に定める財産を処分することにより収入があった場合には、その

収入の全部又は一部を県に納付させることがある。 

（６）事業により取得し、又は効用の増加した財産については、事業の完了後においても善良な

管理者の注意をもって管理するとともに、その効率的な運営を図らなければならない。 

（７）補助事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、当該収入及び支出について証拠

書類を整理し、かつ当該帳簿及び証拠書類を補助金の額の確定日（事業の中止又は廃止の承

認を受けた場合には、その承認を受けた日）の属する年度の終了後５年間保管しておかなけ

ればならない。ただし、事業により取得し、又は効用の増加した価格が単価 30万円以上の財

産がある場合は、前記の期間を経過後、当該財産の財産処分が完了する日、又は補助金等に

係る予算の執行の適正化に関する法律施行令第14条第１項第２号の規定により厚生労働大臣

が別に定める期間を経過する日のいずれか遅い日まで保管しておかなければならない。 

（８）補助事業を行うために締結する契約の相手方及びその関係者から、寄付金等の資金提供を

受けてはならない。ただし、共同募金会に対してなされた指定寄付金を除く。 

 

（補助金の交付申請） 

第８条 この補助金の交付を受けようとする者は、補助金交付申請書（様式第１号）に関係書類 

 を添えて、別に定める期日までに知事に提出しなければならない。 

 



 （補助金の交付決定） 

第９条 知事は、前条に規定する申請書を受理した場合は、その内容を審査し、適当と認めたと

きは、必要な条件を付して、補助金の交付を決定し、速やかに申請者に通知するものとする。 

 

 （補助事業の変更交付申請） 

第10条 前条の規定により補助金の交付決定を受けた者（以下「補助事業者」という。）

は、交付決定後に次のいずれかに該当する変更をしようとするときは、第８条に定める

申請手続に準じて、事情変更後、速やかに補助金変更交付申請書（様式第２号）を知事

に提出しなければならない。 

(１)補助事業の内容の変更（ただし、補助目的に変更をもたらすものでない軽微な変更

は除く。）  

(２)事業実施主体の変更をしようとするとき。  

２ 前項の各号に該当しない事業費の変更は、前項に規定する補助金変更交付申請書の

提出を必要としない。 

 

（補助事業の中止及び廃止） 

第 11条 補助事業者は、補助事業を中止し、又は廃止しようとするときは、あらかじめ補

助事業中止（廃止）承認申請書（様式第３号）を知事に提出し、その承認を受けなけれ

ばならない。 

 

（実績報告） 

第 12 条 補助事業者は、事業完了後１ヵ月以内又は令和９年１月 29 日のいずれか早い日

までに、補助事業実績報告書（様式第４号）に、関係書類を添えて、知事に提出しなけ

ればならない。 

 

（補助金額の確定） 

第 13条 知事は、前条に規定する補助事業実績報告書を受理した場合は、その内容を審査

し、必要に応じて調査を行い、適当と認めたときは補助金の額を確定し、その旨を補助

事業者に通知するものとする。 

２ 前項において、補助対象額が交付決定金額より少ない場合は補助対象額を補助金の

額として確定し、補助対象額が交付決定金額より多い場合は交付決定金額を補助金の

額として確定する。 

 

（補助金の請求） 

第 14条 前条の規定により補助金の額の確定通知を受けた補助事業者は、補助金精算払請

求書（様式第５号）を知事に提出しなければならない。 

 

（補助金の交付） 

第 15条 知事は、前条の規定による精算払請求書を受理した場合は、補助金を交付するも



のとする。 

 

（目的外使用の禁止） 

第 16条 補助事業者は、補助金を他の目的に使用してはならない。 

 

 （補助金の返還等） 

第 17条 知事は、補助事業者が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、補助金の

交付決定を取り消し、又は既に交付している補助金の全部若しくは一部の返還を命ずる

ことがある。 

 (１)この要綱に違反した場合 

 (２)この要綱により知事に提出した書類に偽りの記載があった場合 

 (３)補助金交付の条件に違反した場合  

 (４)補助事業の実施について不正、怠慢その他不適当な行為をした場合 

 

（その他） 

第 18条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関し、必要な事項は別に定める。 

 

   附 則 

 この要綱は、令和８年６月４日から施行する。 

 

 


